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 1.序
 簡易載荷試験法は、杭の先端部にジャッキを取り付けて、摩擦抵抗と先端抵抗とを互いに反力として載荷
 する方法である。先端地盤に直接載荷するため、先端地盤の性能を確実に知ることができることから、今回
 の実験で試みることとした。本論文では、この簡易載荷試験の概要と試験結果について述べるが、詳しくは
 文献1】2〕を参照されたい。なお、地盤や杭の概要は、同名論文(その1)に示している。
 2.簡易載荷試験法の概要シ_ル
 簡易載荷試験は、Osterbergによる場所打ち杭を中心とした実施例3】4】や、新井ら5】'圧力
 や筆者ら6⊃による膿杭の実験が報告されて㌧'る・図1のよう臨の先端部分繭重を韓葵'
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 摩擦抵抗の小さい方の極限値までしか載荷できないことなど問題点も多く残っているω。礁融駆塁外管
 限界状態設計法が杭にも適用されると・施工による支持力のばらつきを考慮して設計騰灘内管
 することに:なる7)。このため、簡便な品質管理手法の開発が必要となるが、筆者らは、1灘:●獅シ・ヤッキ
 1圧力室
 その一つとして簡易載荷試験法を取り上げ、(社)建築研究振興協会にr杭の簡易試験法.
 1こ関する調査研究委員会」を設けて基礎鵬検討を行って刃、る.今回の実験は、国内で督↑↑酬※抵抗
 図1
 初めて場所打ち杭に適用するものであり・Osterbergの方法を応用して行うこととした。簡易載荷試験法
 3.試験概要
 試験種類GL-17聾までφ140凱猶の穴を杭周に連続して設けることによってフリクションカット処理をした試験Aと、
 その処理を行っていない試験Bの2種類行った。ジャッキ今回の試験ではOsterbergと同じジャッキを用い
 た。外径は876墨蚤、高さは305聾畳、シリンタ㌔の径は760踊である。最大圧力は565kgf/crであって、2,560tfの載
 荷能力を持っている。ストロークの限界値は公称で約15働口である。ジャ舛の中心軸上には図1のように、2重管を
 取り付けている。内管は、施工時にはジャッキ下面と地盤面との間の隙間を埋めるための充填材(モル効等)の圧
 送に、試験時には先端沈下量の測定に用いられる。また、試験時にジャッキ内に圧入される液体(水溶性の油を
 泥水
 5%混ぜた水)は・外管と内管の間を通して送られる。
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 ジャッキの設置方法試験AではOsterber8の実施例4】
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 と同様、ジャッキを掘削孔の底に下ろしてから、図2(a)のよ
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 紡を内管を通して5㎏f/c議2程度で圧送する方式とした。セソヤ7キ
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 メントミ肋には、泥水中での分離を防ぐための混和剤を加えて8ジャフキ窪“'、.、、瓢
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 おいた。しかし、今回の実験においては、泥水中でジャ嚇
 窮ンク理'
 を設置せねばならないなど、Osterber8の実施例4〕よりも
 悪条件下で行わねばならない。そこで、試験Bでは、泥水(a)試験A(b)試験B
 中での分離を防ぐ混和剤を加えた水中コンクリートをホッハ㌧を用図2ジャッキの設置
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 いて掘削孔の底に投入したあと、図2(b)のように下面に傘状の鋼板を取り付けたジャ舜を下ろす方法とした。
 これらの施工は、ほぼ手順通り行うことができ、ジャッキは図中に示した位置に設置された。
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